
アイディアのタイトル
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印刷する図（シルクスクリーンの版の図） 配置図（構成を考える）

作品のコンセプト︓コンセプトを伝えたいターゲット

工夫した点 ・ アピールポイント

※図や文字を使って分かりやすく描くこと。
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シルクスクリーンの課題説明 ・ 注意事項

アイディアスケッチの手順

めあて︓装飾（印刷する図）や構成を使い、 色や形で伝えたいことを伝える力を身につける

３ ・ コンセプトやターゲットを基に図を考える。
ターゲットにコンセプトが伝わるような図を考えてみましょう。 今回使うシルクスクリーンの道具の関係で図は 15cm×15cm 以内で線の太さ
は 1mm 以上にしてください。

4 ・ 構成を考える。
考えた図案をどのような配置や配色にしたら、 ターゲットにコンセプトがより伝わるか考えて配置や配色を考えて構成をしましょう。

課題の注意事項
・ 絵を描くのが苦手な生徒は印刷物を用意して、 使用しても良い。 印刷物を貼り付ける場合は余白をできるだけ取り除くこと。
・ 著作物を参考にしてもいいが、 構成まで全く同じにならないようにすること。

シルクスクリーンアイディアスケッチ
下のアイディアスケッチの手順に従って、 アイディアスケッチをしましょう。 デザインの授業においてアイディアスケッチはとても重要なものです。
色や形、 配置のパターンを考えて、 できるだけ多くアイディアスケッチをするようにしましょう。

評価の観点
関心 , 意欲 : アイディアスケッチや作品作りに熱心に取り組んで、 学習の目当てを身につけようとしているか。
発想、 構想︓色や形、 配置を考えて、 選んだターゲットに選んだコンセプトを伝えることができるデザインを
　　　　　　　　　　発想することができるか。

１ ・ 作品のコンセプトを決める。
ただ好きな絵を好きなように印刷するだけではデザインの学習としては不十分です。 まずはコンセプト（伝えたいこと）を下の中から選びましょう。

1. カッコいい　2. かわいい　3. おもしろい　4. 美しい　5. 和風な　6. 洋風な　7. スポーティ　8. その他
コンセプト

※その他を選択した場合はその具体的なコンセプトを記入すること。

2 ・ ターゲットを決める。
全ての人に伝えたいことを伝えるのはなかなか難しいので、 今回はどんな人に伝えたいのか、 ターゲットを下の中から選びましょう。 雑貨屋さんの
デザイナーになった気分でターゲットにした人達にコンセプトが伝わり、 欲しいと思ってもらえるようなデザインを考えましょう。

1. 学生 ( 男、 女）　2. 幼児 ( 男、 女）　3. 社会人 ( 男、 女）　4. おとしより ( 男、 女）　5. スポーツ選手
6. サブカルチャーが好きな人　７. 動物が好きな人　８．その他

ターゲット

※その他を選択した場合はその具体的なターゲットを記入すること。

・ 画像左
作品例

・ 画像右
スクリーンの作り方


